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   最近のトーナメントで、私が基本のショットを選択しなかったため負けて、

私とパートナーは早々に家に帰った。状況は次のとおり。 

試合はダブルスの 75ポイントゲーム。3ゲーム・マッチの第 3ゲームで、ブ

ラックの私達は 40 対 35 でリードしていた。私はヘッドでプレーしていて、私

達にはハンマーが続けて２つある。現在、ブラックにとって良い局面だ。 

イエローは攻撃に移り、私側のロー8に得点した。私は、クリア・ザ・ボード

（全てクリアすること）を続けて、ハンマーで得点するつもりだったが、私の

最初のクリアショットがスティック（ボード上に止まること）した。イエロー

は、私のブラック 8をキッチンに入れ、8に得点した。ボード上は、図のように、

8/8ライン近くの私側にイエロー8、私側のキッチンの真ん中にブラック 10-OFF

だ。 

私はどんなショットを選ぶべきか？ トーナメント・シャフルボードでは、

これは最も基本的な状況で、正しいショットは 10-OFF の除去だ。しかし、

10-OFFをリバース（イエロー8を突いてブラック 10-OFFと入れ替えること）

したい誘惑がある。10-OFF の除去では 10点得るだけだが、リバースが成功す

れば 36点得ることが出来るからだ。 

うまくいけば良いが、リバースをミスしたらどうなるであろうか？ 10-OFF のリバースができな

くても、イエロー8 をブラック 8 に入れ替えれば 16 点を得る。しかし、このブラック 8 もキッチン

に入れられる恐れがある。 

私は正気でなかったので、私の 10-OFFをリバースしようとした。私は除去すべきブラック 10-OFF

を見たが、それを狙わないことを決めた。スターティングエリアのディスクを右に動かし、10-OFF

のリバースを狙って、イエロー8に向けてシュートした。私はお粗末なショットをして、失敗した。

ブラック 8を残したが、イエロー8はブラック 10-OFFの横 5cmを通過した。 

対戦相手は躊躇なくブラック 8を突いて、イエロー側の 10-OFFに入れて私を 20-OFFとし、イエ

ロー8を得点した。私はうろたえて、私のブラック 10-OFFの一つに向けてシュートし、正面に当た

ってスティックした。そのフレームは、私がハンマーを持っていたのに、私の得点は 20-OFFだった。 

正しいショットは、最初の 10-OFF の除去で、対戦相手のイエロー8 は残す。10-OFF 除去に失敗

しても、又はスティックしても、私は 20-OFFにはならない。対戦相手が 2つ得点したら、ハンマー

で対応できる。例え、私の最初のリバースが成功しても、対戦相手はそれをリバースができるし、少

なくともブラック 8をキッチンに入れようとする。いずれにせよ、私は大きな得点は得られない。 

先ず 10-OFFを除去し、キッチンショットはハンマー用に残しておこう。 

 


